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言語的コミュニケーションが困難ながん患者が多い

⇩

一般の医療者では症状評価に苦慮し，診断，治療・ケアが困難

症状評価 → 診断 → 治療・ケア

⇩

緩和ケア専門職が，症状評価→診断→治療・ケアをサポート

緩和ケアの問題１：症状評価が困難
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• 地域医療では緩和ケア専門職が圧倒的に不足

• コロナ禍でがん患者が専門的ケアを受ける機会も減少

 2020年度の全国のがん罹患数予測は101万人超＋死亡数予測は37万9千人超

vs 日本緩和医療学会専門医271名＋認定医734名（2020年4月1日現在）

 厚労省の定めるがん診療連携拠点病院の指定基準でも，緩和医療専門医または認定医の

配置が望ましいとされ，今後も基準は厳格化される見通し

 がん患者の専門機関の受診が困難，コロナ禍で緩和ケア病棟をコロナ専門病床に変更

 在宅ケアスタッフの訪問が困難

緩和ケアの問題２：マンパワー不足
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＜機械学習の応用と課題＞

• 機械学習は診断補助への応用が期待

• 今のところ画像や採血，遺伝子解析などの検査系への応用が主体

• また診察でのリアルタイムな臨床情報では，血圧といった測定値を

対象とした応用が多い

従来技術とその問題点
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＜機械学習の応用と課題＞

• 診察でのリアルタイムな臨床情報でも，症状評価などの言語情報へ

の機械学習の応用例はない

• 自然言語処理は電子カルテ入力の生産性の改善を意図した研究が

主体で，労働生産性の改善には寄与できるが臨床的効能は限定的

従来技術とその問題点
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• 今回，マンパワー不足への抜本的解決策として，緩和ケア専門職

と同様の役割を果たせるAIアプリを作成

• 機械学習のひとつ，決定木分析で，症状評価→症状緩和に関する

治療・ケアの提案→転帰予測まで行うワークフローを作成

• 患者背景と非専門家でも評価しやすい客観的症状から，評価

しにくい主観的症状を予測できる系を発明（特願2020-215401）

新技術の特徴
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想定される用途

①症状評価

②ケア提案

＊ACP=アドバンス・ケア・プランニング
③転帰予測

【ユーザー】
医師，看護師
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想定される用途１

＜症状評価＞

• 決定木分析は一般の医療者による症状評価とほぼ同等

の予測能で，実地臨床での使用に耐えられる見込み

• スピリチュアル・ペインと不安は決定木分析でより感度が

高く，スクリーニングの効能も期待
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＜ケア提案＞

• ケア提案の下位項目100種に関する予測で，平均精度

46～100%

• 決定木分析により低頻度のケア提案で特異度の上昇，

高頻度のケア提案で感度の上昇から精度を安定化

想定される用途２



20

＜転帰予測＞

• 4週間先までの転帰の予測を週単位で行い，平均精度

は66.5～100%

• 転帰予測では全ての転帰区分で特異度が高く，日単位

の予測も含めてレビューの効能も期待

想定される用途３
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＜使用者＞

• 病院で働く一般医療者（医師，看護師）

• 介護施設で働く介護士

• 在宅で働く医師，看護師，介護士への適応拡大も想定

• 医師や看護師と臨床的な判断が似ている，薬剤師や

リハビリテーション職種の適応拡大も想定

想定される用途
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実用化に向けた課題

① アプリ試作品の開発

• 現在，機械学習の基礎的研究についてアプリ試作が可能な段階

② ユーザーフレンドリーなインターフェースの開発

• 様々な臨床局面で適応を想定したインターフェースが必要

• 医師，看護師以外の医療職でも利用しやすいインターフェースの開発

• 将来的には、患者や家族といった一般向けの仕様も検討

③ 症状評価，ケア提案，転帰予測の精度の向上
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企業への期待

① AIアプリ作成技術をもつ企業との共同研究

• アプリの試作とインターフェースの開発

• 試作品を用いた臨床研究を実施し，アプリの使用局面の

適応拡大の検討を進めたい

② 電子カルテなどの医療情報分野の企業との共同研究

• 電子カルテなどとの連携による本アプリの普及
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本技術に関する知的財産権

発明の名称 ： ：推定支援装置および学習済みモデルと、
当該推定支援装置を備えるケア支援装置
および転帰予測装置と、当該ケア支援装
置を備える転帰予測装置

出願番号 ：特願2020-215401

出願人 ：国立大学法人京都大学

発明者 ：嶋田和貴
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お問い合わせ先

国立大学法人京都大学内

株式会社ＴＬＯ京都

京大事業部門 技術移転チーム

ＴＥＬ ０７５－７５３ － ９１５０

ＦＡＸ ０７５－７５３ － ９１６９

e-mail event＠tlo-kyoto.co.jp
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